
東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓下石垣復旧方針案 資料４-１

◆これまでの委員会での主な報告・審議内容
【2021.5.31修復検討委員会】北十八間櫓ほか8棟の耐震診断結果報告

耐震補強案の検討【承認】

◆今回の委員会での報告・審議事項

１．復旧設計対象石垣について【報告】
２．復旧設計対象石垣の被害状況・修復履歴について【報告】
３．石垣復旧工法案【審議】
４．石垣解体ライン検討のために復旧勾配基準設定案【審議】

１.復旧設計対象石垣について【報告】（資料４-１）
・復旧設計対象石垣は、重要文化財建造物東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓が
直接載る石垣８面および隣接石垣とする。

・隣接石垣とは、東十八間櫓西側の東櫓門虎口石垣（H174・H175・H180～183）６面と
五間櫓西側の不開門虎口石垣（H147～149）３面。

・不開門虎口石垣の西側石垣は、重要文化財不開門北西方向に位置する
平櫓および石門等の石垣復旧工事ヤードの関係から今回は設計対象としない。

２．復旧設計対象石垣の被害状況・修復履歴について【報告】（資料４-２）
・重要文化財東十八間櫓・北十八間櫓は石垣ごと崩壊
・上記隣接石垣・残存石垣は変状
・曲輪側は各石垣に並走する形で複数の地割れ

３．石垣復旧工法案【審議】（資料４-１・２）
・崩壊・変状度合が著しく、変状部を残した状態で重要文化財建造物を復旧できない
ため、事務局案としては「解体工法」を選択したい。

４．石垣解体ライン検討のための復旧勾配基準設定案【審議】（資料４-３）
・石垣天端部の崩壊・変状が著しいため、重要文化財建造物の位置を手掛かり
に復旧勾配基準を設定し、石垣復旧勾配から解体ラインを検討する。

◆令和3年度の今後の進め方

第3回委員会：復旧勾配と解体ライン案の審議
第4回委員会以降：石垣耐震診断結果報告/崩落築石復元案/石垣裏込め復旧案/

石垣補強案などの審議

復旧設計対象石垣位置図【緑色網掛け部分】
（平成28年熊本地震被害調査報告書より作成）

五間櫓

北十八間櫓

東十八間櫓
不開門

不開門虎口

東櫓門虎口

H174

H175

H180
H181

H182

H183

H173

H168

H167

H166

H165

H164
H163

H162

H149
H148

H147



東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓下石垣 履歴・被害状況把握H147 不開門虎口 資料４-２➀



東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓下石垣 履歴・被害状況把握H148 不開門虎口 資料４-２➁



東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓下石垣 履歴・被害状況把握H149 不開門虎口 資料４-２➂



東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓下石垣 履歴・被害状況把握H163 北十八間櫓西面 資料４-２➃



東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓下石垣 履歴・被害状況把握H164 北十八間櫓北面 資料４-２➄



東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓下石垣 履歴・被害状況把握H165 北十八間櫓東面 資料４-２➅



東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓下石垣 履歴・被害状況把握H166 東十八間櫓北面 資料４-２➆



東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓下石垣 履歴・被害状況把握H167 東十八間櫓東面 資料４-２➇



東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓下石垣 履歴・被害状況把握H168 東十八間櫓南面 資料４-２➈



東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓下石垣 履歴・被害状況把握H173 東十八間櫓西面 資料４-２➉



東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓下石垣 履歴・被害状況把握H174 東櫓門虎口 資料４-２⑪



東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓下石垣 履歴・被害状況把握H175 東櫓門虎口 資料４-２⑫



東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓下石垣 履歴・被害状況把握H183 東櫓門虎口 資料４-２⑬



東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓下石垣 履歴・被害状況把握H182 東櫓門虎口 資料４-２⑭



東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓下石垣 履歴・被害状況把握H181 東櫓門虎口 資料４-２⑮



東十八間櫓・北十八間櫓・五間櫓下石垣 履歴・被害状況把握H180 東櫓門虎口 資料４-２⑯


